
メタウォーター株式会社導入事例

─今回の導入のプロジェクトの背景をお聞かせくだ
さい。

金城氏　当社では、従来の基幹システムを約10年に
わたって運用してきましたが、老朽化が進むにつれて、
一部のプラグインのサポートが切れたり、サーバーOS
がEOSを迎えたりなど、さまざまな問題が生じてきま
した。また、インボイス制度など法改正へ柔軟に対応す
るのも困難でした。

そして近年は当社のビジネスモデルが大きく変わりつ
つあり、これまでのような水処理プラントの建設だけで
なく、サービスソリューション（設備の運用・保守）の提供
や、「ウォーターPPP」と呼ばれる官民連携事業が急速
に拡大しています。そのため新たなシステム基盤を整備
する必要がありました。そこで、基幹システムのリプレー
スについて検討を開始したのです。

─基幹システムのリプレースに合わせ、「intra- 
mart」を導入した理由をお聞かせください。また、ほか
に検討したソリューションはあったのでしょうか。

金城氏　新基幹システムのプラットフォームとしては、
最初からSAP S/4HANAとintra-martの組み合わ
せを有力視していました。既に数多くの大企業でこの
組み合わせが採用されていますし、あるユーザー会で
お会いしたITベンダーの方からも、SAPとintra-mart
の親和性の高さについてうかがっていました。私自身
もSIerの出身でして、大企業の会計システムを導入し
た経験があります。その会社もSAPとintra-martの
組み合わせでシステムを刷新したと記事を目にし、こ
の組み合わせの有効性を確信しました。

フロントシステムとしてintra-martの採用を決めたの
は、SAPのような海外製ERPパッケージは国内企業の
業務フローになじまない部分がある上、業務に合わせ
てカスタマイズすると保守性が落ちたり、コストが上が
ったりしてしまうのですが、intra-martを活用すればそ
うした問題を解決できるからです。

もちろん他のERPパッケージやワークフローシステム
も検討しましたが、自分の経験からいっても、SAP 
S/4HANAとintra-martの組み合わせがベストと判
断しました。他のプロジェクトメンバーも、この組み合
わせによる多くの成功事例を知っていましたので、特
に異論は出ませんでした。

福田氏　私は従来の基幹システムの運用・保守を担当
していたのですが、その際にintra-martのプライベー
トクラウドサービスである「Accel-Mart」を一部の業
務で導入・検証したことがありました。その経験から、
SAP S/4HANAとintra-martの組み合わせであれ
ば、当社の新たなシステム基盤に最適だと判断しまし
た。

─ALSIを導入のパートナーに選んだ理由を教え
てください。

金城氏　当初はSAP S/4HANA上で各種業務デ
ータを一元管理する方針で要件定義を始めたので
すが、情報セキュリティの観点から営業支援や受注
管理の領域はintra-mart側で処理することにしまし
た。例えば、受注前の案件管理などは情報漏洩を防
ぐため特にシビアに扱う必要がありますから、より多
層的にセキュリティ対策を構成したいと考えたから
です。その結果、intra-martに関する工数が膨れ上
がり、もともと導入を担当していたベンダーだけで
は対応が難しくなってしまったのです。そこで、ALSI
に提案を依頼したところ、その内容だけでなく、導入
実績も豊富で、コスト面でも納得できたことから、
intra-martの部分についてはALSIにお任せするこ
とにしました。

─導入のスケジュールを教えてください。

金城氏　新たな基幹システムについての検討は
2017年ごろから断続的に始まり、2021年7月に
社内の各部門から選ばれた30～40名のメンバー
によるプロジェクトチームを立ち上げました。ALSI
をパートナー選定したのが2021年末、2022年か
らintra-martの開発がスタートし、システム全体の
本番運用は2023年10月からです。

─導入や運用に際して苦労された点はありました
か？

金城氏　よく言われるように、国内企業のワークフ
ローは複雑化しがちなため、ERPパッケージをその
まま適用するのは容易ではありません。そこで、
SAP S/4HANAをカスタマイズせずにデータを
intra-martに外出しして処理するメリットを経営層
に説明し、納得してもらった上でintra-martの導入
を進めました。

福田氏　プロジェクトチームは、私たちDX業務推進
部と、エンドユーザーとなる各事業部、構築担当の
SAPベンダーおよびALSIで構成されていましたが、
事業部とSIerでは「目線」も「言葉」も違うため、どう
しても話がかみ合わないケースが出てきます。これ
をすり合わせるのが私たちの役割でしたが、必ずし
も当初はうまくいったわけではありません。そうした
中、ALSIのエンジニアは当社の事業を理解しようと
いう意欲が高く、実際に把握した上で対応してくれ

たメンバーが多かったので、議論を進めていく上で
心強かったです。

金城氏　ALSIから参加したメンバーには経験の少
ない若手も多かったのですが、ミッションをクリアし
ようという意欲にあふれ、スキルの習得にも熱心で、
粘り強く頑張ってくれました。今回のプロジェクトに
ついては、ALSIがいなければ予定通りの稼働は難
しかったと言っても言い過ぎではないでしょう。また
現在はSAPを含めた基幹システム全体の運用をお
任せしており、たいへん助かっています。

─今回の導入により、どのような効果が得られま
したか。

金城氏　運用がスタートしてからのユーザーからの
問い合わせは、前回の基幹システム刷新時と比べる
ととても少なく、以前より楽になったのではいかとい
う声が出るほどです。

具体的な導入の効果ですが、例えば月次決算が確
実にスケジュール内に終わるようになるなど、さまざ
まな面で業務の効率が向上しました。また、本来の
目的であったDXの推進やビジネスモデルの変革な
どについてはまだ道半ばといったところですが、当
社が今後DXを実現するための基盤が整備されたの
は大きいです。さらに、SAP S/4HANAとintra- 
martを同時に導入し、帳票機能のみ使うようなユー
ザーはintra-martで完結するように工夫することで、
SAP S/4HANA 利用ユーザー数を削減しました。
結果として、SAP S/4HANAのアカウント数は全
社員の3分の1程度に削減でき、ライセンスコストを
大きく圧縮することができました。

─今後の展望についてお聞かせください。

金城氏　情報系システムのプラットフォームは、当社
が設立された2008年から使っているものですが、こ
れらは順次intra-martに置き換えていく方針です。
現在、基幹系システムの入口はすべてintra-martに
なっていますので、情報系システムにもintra-mart
を採用することで、エンドユーザーがより使いやすい
環境が実現するのではないかと考えています。

福田氏　今回のプロジェクトの成功は、ALSIの協力
があったからこそと思います。今後については、社内
の一部にまだ残っているレガシーシステムのリプレ
ースにも協力していただければ幸いです。

基幹システムの老朽化や
ビジネスモデルの変化に伴い、
リプレースを検討
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HANAとintra-martの組み合わせ
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2008年設立、水処理分野では国内初
となる機電一体型の総合エンジニアリン
グ企業。水環境プラントに必要な機械設
備・電気設計を製品として有するととも
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なソリューションを提供しています。現在
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環境の各分野で事業を展開するととも
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